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一般社団法人 日本老年薬学会 

2026年度 定時社員総会 議事録 

 

 日時：2026年 5月 16日（土） 8：50～9：50  

場所：大阪国際会議場 

出席  44名 

欠席  54名（委任状 38名） 

監事   継田雅美、片山歳也 

事務局 宮尾起翔、松原卓也 

 

（定足数の確認） 

      上記の通り出席及び委任状があり、定足数の過半数に達しているため、本会は有効に成立し

ていることが報告され、代表理事 大井 一弥が議長となり、以下の議案の審議に入った。 

   議事録署名人として、継田雅美監事ならびに片山歳也監事が指名され、承認された。 

 

１．審議・承認事項 

第 1号議案 2025年度事業報告 

大井一弥代表理事より、2025年度事業（会員数、会議、学術大会、研修会・セミナー、認定

薬剤師、雑誌）について報告され、異議なく承認された。 

   

第 2号議案 2025年度会計報告 

丸岡弘治財務副委員長より、2025年度決算が報告され、異議なく承認された。 

 

第 3号議案 2025年度監査報告 

片山歳也監事より、第 10期（令和 7年 3月 1日〜令和 8年 2月 28日）の貸借対照表、正味

財産増減計算書および財産目録等について、関係書類とともに内容を監査した結果、法令お

よび定款に照らして正当であることを認める旨が報告され、異議なく承認された。 

 

第 4号議案 2026年度事業計画および予算案 

大井一弥代表理事より 2026年度事業計画（会議、学術大会、認定薬剤師、雑誌）の報告、お

よび丸岡弘治財務副委員長より 2026年度予算の報告がなされ、異議なく承認された。 

 

第 5号議案 学会資産の定期預金分散運用について 

大井一弥代表理事より、本学会は設立 10年目を迎え余剰資金が蓄積されてきたことから、余

剰資金の一部について定期預金を複数の金融機関に分散して運用する方針が提案された。預
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金保険制度を踏まえ 3行への分散を方針とする旨が説明され、異議なく承認された。 

 

第 6号議案 JSGP新研究助成について 

大井一弥代表理事より、公的研究費の申請が困難な現場薬剤師（薬局・介護施設・一般病院

等に勤務する会員）による老年薬学領域の研究を、学会費を財源として直接支援する新たな

研究助成制度の新設が提案され、異議なく承認された。 

 

第 7号議案 定款の改定について 

大井一弥代表理事より、会員区分の枠の拡大、休会制度の導入（資料の「2年度」は誤植で

あり「3年度」が正しい旨が議長より訂正された）、事業年度の変更（「3月～翌 2月」→「4

月～翌 3月」）について報告され、異議なく承認された。 

 

第 8号議案 新評議員について 

大井一弥代表理事より、評議員推薦に関する資料に基づき、以下の通り新評議員 20名が推薦

されていることが報告され、審議の結果異議なく承認された。 

＜新評議員＞ 

近藤 慎吾（慶應義塾大学薬学部） 

吉岡 睦展（宝塚市立病院薬剤部） 

兼重 晋（福岡大学病院薬剤部） 

中道 真理子（社会医療法人 原土井病院） 

相宮 幸典（株式会社 CoMediCs／スギ薬局） 

渡邉 慶剛（豊臣調剤薬局） 

岸本 真（霧島市立医師会医療センター） 

山本 浩一（大阪大学 老年・総合内科学） 

野里 陽一（市立豊中病院 内科（老年・総合内科）） 

荏原 太（医療法人すこやか 高田中央病院） 

濵谷 広頌（東京都健康長寿医療センター 総合内科・高齢診療科長） 

岩切 理歌（東京都健康長寿医療センター 総合内科・高齢診療科） 

平田 匠（東京都健康長寿医療センター研究所 医療・介護システム研究） 

吉山 顕次（大阪大学大学院医学系研究科精神医学分野） 

渡邊 一久（名古屋大学大学院医学系研究科地域在宅医療学・老年科学） 

冨田 尚希（東北医科薬科大学老年・地域医療学） 

永江 浩史（ながえ前立腺ケアクリニック） 

鷹見 洋一（大阪大学大学院医学系研究科老年・総合内科） 

野原 幹司（大阪大学大学院歯学研究科顎口腔機能治療学講座） 
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五島 朋幸（ふれあい歯科ごとう） 

 

第 9号議案 名誉会員について 

大井一弥代表理事より、本学会定款細則第 3 章第 4 条に従い、定年を迎えられる以下 4名

の理事について名誉会員へ推薦する旨報告があり、異議なく承認された。 

＜名誉会員＞ 

・秋下 雅弘（東京都健康長寿医療センター） 

・神村 英利（福岡大学病院） 

・高橋 寛（岩手医科大学薬学部） 

・高村 徳人（九州医療科学大学） 

 

第 10号議案 2029 年学術大会（第 13 回）の大会長について 

大井一弥代表理事より、標記の件について川添 哲嗣理事（武庫川女子大学薬学部）が推薦さ

れ、異議なく承認された。 

 

２．報告事項    

 １）各委員会報告 

・広報委員会 

岡﨑光洋理事より、学会 HPへのアクセス統計・老年薬学アップデート事業報告ならびに今

後の開催予定が報告された。 

 

・雑誌編集委員会 

柴田ゆうか理事より、2025 年度活動報告として雑誌掲載論文数・論文審査状況の報告があ

った。また、転載許諾申請一覧についても報告があった。 

 

・教育研修・制度委員会 

岸本桂子理事より、2026 年度の研修等の実施計画、老年薬学認定薬剤師の申請状況、老年

薬学指導薬剤師および老年薬学認定薬剤師の更新状況について報告があった。また、会計年

度の変更後も認定薬剤師・指導薬剤師の新規申請・更新申請のスケジュールについて変更な

い旨が報告された。 

 

・利益相反委員会 

島﨑良知理事より、2024 年度の COI 自己申告書の回収状況、疑義もしくは社会的・法的問

題に抵触するような重大な利益相反は認められなかった旨が報告された。2025 年度の申告

についても遅滞なくご提出いただくよう依頼があった。 



4 

 

 

・老年薬学服薬総合評価研修会について 

亀井美和子理事より、老年薬学服薬総合評価研修会の概要、受講形式等が報告された。 

・令和 8 年度診療報酬改定において、服用薬剤調整支援料 2 が現行 110 点から 1,000 点に

引き上げられた。算定要件として、本学会が提供する老年薬学服薬総合評価研修会を修了し

たかかりつけ薬剤師、または本学会が定める老年薬学認定薬剤師であることが要件となっ

た。 

また、秋下雅弘理事より以下の意見が述べられた。 

・老年薬学認定薬剤師も算定要件に認められたことは非常に大きいことであり、今後の当学

会の指導、フォローが重要になっていく。 

 

  ２）学術大会報告 

・第 10回学術大会        

恩田光子大会長より、準備の進捗状況が報告された。 

   

・第 11回学術大会 

茂木正樹大会長より、準備の進捗状況が報告された。 

 

・第 12回学術大会 

山浦克典大会長の代理で松元一明理事より、開催予定が報告された。 

 

３）YIA 受賞者について 

恩田光子理事より、第 3回 YIA（Young Investigator Award）受賞者が報告された。 

  ＜受賞者＞ 

・小原 朋也（東京都健康長寿医療センター薬剤科／昭和医科大学薬学研究科） 

研究テーマ「ポリファーマシーの発生要因に関する研究」 

・田口 怜奈（国立長寿医療研究センター長寿医療研修部高齢者薬学教育研修室） 

研究テーマ「薬剤師の訪問を受けている在宅療養高齢者の実態解明」 

 

４）長寿科学賞について 

恩田光子理事より、長寿科学賞（当学会選考）について、下記の通り報告があった。 

  ＜受賞者＞ 

溝神 文博（国立長寿医療研究センター薬剤部／長寿医療研究部高齢者薬学教育研修室） 

研究テーマ「ポリファーマシー対策のための AIと問診票を用いた次世代型リスク評価シス

テムの社会実装研究」 
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以上予定の審議を終了したので 9時 50分、議長は閉会を宣した。 

 


